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震災・復興の現場を知る

防災・減災について

リーダーシップとは何か

考える

復興から創生へ

生まれる新しい取り組み

【内容】
・語り部ツアーガイド、高校生ガイド
・被災エリア、工事エリアの案内、復興状況ガイド
・仮設住宅、復興公営住宅の視察・自治会長からの講話

【メインエリア】岩手県陸前高田市、釜石市、大槌町
宮城県女川町、南三陸町

■交流促進事業
地域滞在型研修 ー震災・復興を学ぶコンテンツ例

【内容】
・避難道 コミもりづくりプロジェクト
・漁業体験(震災後の牡蠣のブランド化プロジェクト

湾内クルーズ、遊漁船 等)
・創生への取り組み(古民家・商店街のリノベーション、

子供の遊び場づくり、私設公園整備 等)

【メインエリア】岩手県陸前高田市、釜石市
宮城県気仙沼市、石巻市

【内容】
・避難所運営ワークショップ
・リーダーシップ育成「決断」ワークショップ
・震災の日追体験プログラム
(真っ暗な中、火をつけ食事をつくり、一晩明かす)
・地域の復興・創生のために立ち上がるリーダー、
イノベーターの話を聞くプログラム

【メインエリア】岩手県釜石市、大槌町



震災・復興の現場を知る

【内容】
・語り部ツアーガイド、高校生ガイド
・被災エリア、工事エリアの案内、復興状況ガイド
・仮設住宅、復興公営住宅の視察・自治会長からの講話

【メインエリア】岩手県陸前高田市、釜石市、大槌町
宮城県女川町、南三陸町

【ポイント】
 震災の日に何があったのか、住民はどのような体験をしたのか、震災後から今日に至るまでにどのようなこと
があり、どのような思いを抱いているのか、語り部による生の声をお届けします。

 震災遺構や被災エリア、工事エリアへの案内を通して復興の最前線を感じていただきます。
 仮設住宅、復興公営住宅の視察や自治会長からの講話を通して、地域社会の成り立ち、 コミュニティ
づくりへの工夫や取り組みを学びます。

■交流促進事業
地域滞在型研修 ー震災・復興を学ぶコンテンツ例 ①震災・復興の現場を知る



【ポイント】
 仮設住宅のコミュニティ支援、子どもの遊び場づくりといった復興への取り組みから、未来の地球の在り方、
エネルギーの使い方を考え作られた古民家エコハウスなど、様々な取り組みが生まれている地域のエネルギ
ーを感じます。

 避難道、コミもりづくりでは、自分たちが自ら森に避難道やコミュニティスペースを作り、未来の災害に備えた
活動をお手伝いします。

 漁業体験では、震災後販路が絶たれてしまった牡蠣のブランド化や加工商品づくりを図る 漁師の話や、
養殖現場体験を通して、漁師が抱える課題と6次産業化への挑戦を学びます。

復興から創生へ
生まれる新しい取り組み

【内容】
・避難道 コミもりづくりプロジェクト
・漁業体験(震災後の牡蠣のブランド化プロジェクト

湾内クルーズ、遊漁船 等)
・創生への取り組み(古民家・商店街のリノベーション、

子供の遊び場づくり、私設公園整備 等)

【メインエリア】岩手県陸前高田市、釜石市
宮城県気仙沼市、石巻市

■交流促進事業
地域滞在型研修 ー震災・復興を学ぶコンテンツ例 ②復興から創生へ 生まれる新しい取り組み
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防災・減災
極限でのリーダーシップ

【内容】
・避難所運営ワークショップ
・リーダーシップ育成「決断」ワークショップ
・震災の日追体験プログラム
(真っ暗な中、火をつけ食事をつくり、一晩明かす)
・地域の復興・創生のために立ち上がるリーダー、
イノベーターの話を聞くプログラム

【メインエリア】岩手県釜石市、大槌町

【ポイント】
 震災の日の追体験や避難所運営ワークショップを通して、生きること、仲間と助け合うこと、与え合うこと
を学びます。

 「決断」ワークショップでは、地域が抱える生の復興課題を通して、自分ならどのように決断するか、それを
どのように伝え、理解を得るのか、自分事として考える疑似体験を通してリーダーシップを学びます。

 復興・創生に向かい立ち上がるリーダーやイノベーターの取り組みを知り、話を聞き、対話をすることで生
き方、働き方、キャリアビジョンを見つめなおします。

■交流促進事業
地域滞在型研修 ー震災・復興を学ぶコンテンツ例 ③防災・減災 極限でのリーダーシップ
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■交流促進事業
地域滞在型研修 ー地域の魅力体験コンテンツ例

歴史・文化・食

一次産業～六次産業
(農業・漁業・林業)

震災復興・創生
(これまで・今・
これから)

・半島トレッキング
・古民家 民泊
・郷土芸能 お祭り
・ヒストリーツア(鉄の歴史探訪・東北の民話神話)ー×フォトリップ
・酒蔵見学ツアー
・本物のごちそう郷土料理づくり (お餅、ひっつみ、だんご)

【宿泊先例】 民泊・民宿・ホテル・旅館 等
【人数】 各コンテンツ 10～40名
【地域】 岩手県県南(釜石市、陸前高田市、大船渡市、大槌町、一関市、花巻市、西和賀町、遠野市中心)

宮城県(気仙沼市、南三陸町、女川町、石巻市、登米市、丸森町、山元町、仙台市 中心)

・農業体験 (菜の花畑から菜の花油を作ろう）
・地域の幻の名産『柿』の商品化プロジェクト
・猟師みならいツアー
・漁業体験（わかめ漁師弟子入りプログラム、湾内クルーズ、

牡蠣剥き手伝いツアー）
・林業×エネルギー (地産地消のエネルギーの在り方、エコ燃料作り)

・震災遺構の視察、復興最前線ツアー
(被災エリアの案内、復興状況ガイド、
語り部による復興への想いを聞く）
・防災・減災スタディツアー (避難道、コミもりづくりプロジェクト、

震災の日追体験、避難所運営)
・古民家×馬 ホースセラピー・リーダーシップ育成プログラム
・仲見世商店街リノベーションプロジェクト

※記載のコンテンツは一例です。場所・内容はオーダーメイドでお作りします。



＜イノベーターの生き様に触れ、自分の生き方や働き方を考える3日間＞
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行程

1日目 10:10 JR一関駅集合
11:30 陸前高田市視察
13:00 漁師体験 牡蠣養殖場見学
17:00 振り返り・ワークショップ

2日目 9:00 現地のイノベータ―による講話
13:00 広田半島へ移動

NPO法人SET 代表講話
16:00 釜石市宝来館にて避難道・コミュニティ

スペースの視察・女将講話

19:00 振り返り・ワークショップ

3日目 8:30 一般社団法人 UnitedGreen
エコハウスにて沢の散策、水汲み、
薪割り、火起こし体験 代表講話

12:00 創作農家こすもすにて
希望の壁画・鐘、公園案内
ピザ作り体験

14:00 こすもす代表講話
振り返り・ワークショップ

17:30 JR新花巻駅解散

●本で読む知識と、実際に目で見るもの、体験を通してわか
ることの違いに焦点を当て、五感で感じることで自分事とし
て社会課題をきっかけをつくる

●0から１を作りだすイノベータ―の話に触れ、用意されたも
のではなく、自律的に考え行動することを学ぶ

●リーダーシップとは何か、リーダーがどのように周りを巻き込み
事を成したのかを学ぶ

ポイント

復興の最前線で活躍するイノベータ―・団体から「働くとは何か」、「仕事とは何か」について学び、主体
的・自律的に課題解決に取り組む姿勢を養います。

■交流促進事業
短期地域滞在型研修 実施例①対象：若手社会人 大学生（2泊3日）



■ 20代 女性 入社前研修

今までは自分の持つ力なんかはちっぽけで、

私が被災地の抱える問題を解決することなんてできないと

思っていました。でも実際にたくさんの方の話を聞いて、

頭がグチャグチャになるほどの情報を手にして、そこにあるの

は被災地の問題ではなく日本の抱える問題なのだとわかり

ました。そこにあるのが日本全体の問題なのだとしたら、

私が日本人として生きる限り必ず出来ることがたくさんある。

そう確信しました。

今回の経験が何かのきっかけではじけて大きなものを生み

出すであろう日まで、日々前にあるのものに懸命に向かい

たいと思います。

■交流促進事業
短期地域滞在型研修 実施例① アンケートより



＜4つのテーマ分野から新たな着想を得るコース別研修＞
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行程

コース
①

12:00 昼食 大船渡屋台村 にて
大船渡越喜来湾周辺を視察

13:30 三陸とれたて市場 八木代表講和
14:30 CAS冷凍施設視察・体験

・施設案内
・持参した食品等をCAS冷凍

15:30 未来創造ワークセッション
17:00 冷凍したCAS冷凍品の取り出し

コース
②

11:30 長谷川建設 長谷川社長ご挨拶
12:30 村上製材所 視察・刻印体験

14:00 昼憩 箱根山テラスにて
・施設案内

15:00 長谷川社長 講和
・意見交換

農業、漁業、林業それぞれの分野でICTや新技術を活用しイノベーションを生み出す
地域の経営者とのセッションを通し、ビジネスの着想を得、協業アイデアを考えます。

合流後 18:30 大船渡プラザホテルにて
研修振り返り、戦略立案プレゼン

2日目 釜石市 市長講話
高校生による被災地ガイド

■交流促進事業
短期地域滞在型研修 実施例②対象：管理職・役員クラス（１泊２日）



■ 40代 男性 営業企画部門役員

改革的な事業者の話を直接見て聞くことは貴重な体験であり、

都会でなく釜石でそれを実現していること、

事業を拡大することに重きを置いているのではなく、

地域活性に力を注ぎ、事業としても成功させている姿が印象的。

また、社長の「転ぶなら前に転べ」という言葉が、大変印象に残っております。

ひとつの企業、一人の優秀な人材が社会に与える影響力について目の当りにしました。

自身の組織で人材を活かすこと、

社会貢献と事業の成功を両立することを目指します。

■交流促進事業
短期地域滞在型研修 実施例② アンケートより



初めての雪に大興奮

民泊での「こたつにみかん」に感動震災後の支援に感謝をする地元の方

□日程 ：2016年1月24～27日（3泊4日）
□参加者 ：台湾 3名
□体験内容：
・釜石市・大槌町の古民家にて民泊
・陸前高田市の震災以降の視察
・大槌湾にて漁業体験（牡蠣の殻剥き）
・農家レストランにて地元の食材を使ったピザ作り体験

□日程 ：2016年10月1～2日（1泊2日）
□対象者 ：台湾・中国・タイ・アメリカ 4名
□体験内容：
・釜石湾クルージング
・尾崎半島トレッキング
・三陸鉄道にて 釜石～大船渡周遊体験

農家レストランにて

釜石湾クルーズ 半島トレッキングの説明中
アンケートより
・岩手で経験したことは台湾では体験できません。出会った方々
もみんないい人ばかりでした。夜はみんなでいっしょにコタツ
を囲んで話をして、感激しました。
・もともとの日本の全体的な印象はきれいで、とても親切でした
今回の旅行では、わかめとりや茶道、ピザ作りなど、
一生に一回しか体験できない体験ができ、たくさんの収穫があ
りました。
・今回の教育旅行の最大の収穫は顔と顔を見て直接日本人と
接触したことでした。衣食住すべての方向から日本人の生活を
体験しました。

■交流促進事業
インバウンド受け入れ事例



■交流促進事業
岩手で「暮らす・働く・生きる」移住体験ツアー 2015年度・2016年度

岩手県4か所にて、2泊3日の移住体験ツアーを実施 （各回参加者15名）
都内での説明会、交流会実施(3回、各回参加者30名程度)

●首都圏での説明会の様子
先輩移住者をお呼びして、説明会、交流会を行った。

●移住体験ツアーの様子
地元の方と一緒に郷土料理を作っている様子(釜石市)
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■なりわい・ライフスタイル創造支援
中長期滞在型研修-ローカルプラスin釜石 2016年2月～3月(2か月)



プログラム概要
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■なりわい・ライフスタイル創造支援
中長期滞在型研修-ローカルプラスin釜石 2016年2月～3月(2か月)



■なりわい・ライフスタイル創造支援
岩手県釜石市名産「甲子柿」ブランドプロジェクト

地域資源開発による
事業・なりわい創造支援

釜石市甲子地区活性化協議会と協働しながら名産「甲子柿」を地域に広め、
商品化、首都圏への流通を促進し地域ブランドを作り上げることを目指したプロジェクト

●これまでの活動
・地元学、まち歩きワークショップ参加
・甲子柿生産地域マップ作成、発表会
・釜石でのＰＲイベントに参加
・首都圏での交流イベント開催
・首都圏からのスタディーツアーの実施
・首都圏での販路開拓



「甲子地区活性化推進委員会東京支部」の結成 (12月)

甲子地区を今後も応援したいという思いを持った
これまでのスタディツアーの参加者を中心に、
有志コミュニティ「甲子地区活性化推進委員会東京支部」
を結成。

●メンバー：35名
・スタディツアーの参加者
・東北出身者
・首都圏大学生
・社会人

活動内容

・現地へのスタディツアー企画・運営
・生産者をお呼びした首都圏での発信イベント開催
・甲子柿の発信・販路開拓

地域資源開発による
事業・なりわい創造支援

■なりわい・ライフスタイル創造支援
岩手県釜石市名産「甲子柿」ブランドプロジェクト



イベント開催 スムージー販売開始

社内カフェにて
甲子柿を使用したスムージーが販売開始！

参加者の声

・みなさんいい人ばかりで、釜石が本当に好きになりました。
・人柄として本当に温かい方ばかりで癒された。また釜石のた
めになりたいという想いを持った方々が本当に多くて、逆に元
気を頂いた。
・東京から魅力を伝えていきたい。

「パーシモンズＧＷツアー」
●参加者 14名
・都内在住学生・社会人

＊1日目＊

・釜石視察
・講話
・チーズケーキ作り
・BBQ

＊２日目＊

・甲子柿生産地視察
・ワークショップ
・発表会

地域資源開発による
事業・なりわい創造支援

パシモkitchen第３段
～スムージー試飲会イベント～

・甲子地区活性化協議会の方にお越しいただき交流
・販売開始にあたり、 キャッチコピーの考案ワークショップ

■なりわい・ライフスタイル創造支援
岩手県釜石市名産「甲子柿」ブランドプロジェクト
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■なりわい・ライフスタイル創造支援
釜石ローカルベンチャープログラム 起業型地域おこし協力隊制度活用 2016年10月～



19

■なりわい・ライフスタイル創造支援
釜石眠れる労働力発掘人材マッチング事業 2016年10月～
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設立の想い

人財の新しい才能の芽、
事業の新しい芽を生み出す

創生の場、東北。
-ヒトが、想いが、モノが、事業が。
新しい価値が生み出され、共に創られていく。

東日本大震災から4年。多くの方々が東北を行き交い、心を揺さぶられ、生

きる意味や働くことの意義を見出し、そこから果敢に課題に挑戦する人材が

東北で生み出されています。

また、復興にかかわる取り組みを通して新たな事業モデルや新しいニーズに対

応した商品・サービスが生まれ、現地に眠る多くの地域資源に光が当たり始

めています。

震災から5年目を迎える今こそ、

東北で人が成長し自らの可能性を広げる機会を創り、

地域の課題を解決する事業を共に生み出し、

そうして、人と事業がポジティブな連鎖で成長していく未来をつくりたい。

それが当社設立の想いです。

会社名 株式会社パソナ東北創生

本社所在地
東京事務所

岩手県釜石市甲子町5－72

東京都千代田区大手町2-6-4

株主構成 株式会社パソナグループ
キャプラン株式会社

設立 2015年4月1日

役員構成 代表取締役 戸塚 絵梨子
取締役 石倉 佳那子
取締役 武井 伸夫
監査役 渡辺 佳昭

資本金等 合計 20百万円

事業内容 研修ツーリズム事業

地域開発支援事業 等

会社概要

会社概要


